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Taxanes and anthracyclines in 

early BC: which first?

啓明会 相原病院

三宅智博

多地点ウェブカンファレンス 2010年8月26日

背景

• 現在浸潤性乳管癌に対して、Sequentialにアンスラサイクリ

ン系(A)及びタキサン系薬剤(T)を用いた術前/術後補助化学

療法が確立されている。

• 術後補助化学療法においてはA→Tの順序で用いる一方、

術前化学療法ではA→T / T→A両者のレジメンが存在する。

• 今回、術前/術後化学療法において、AとTどちらを先に投与

するべきなのかについて論じた文献を紹介する。
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Randomised clinical studies addressing the sequence 
of anthracyclines and taxanes in early BC

Wildiers et al.  Lancet oncology(2010) 11:219-220

JCO(2008) 26:1691
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まとめ １

• 術後補助化学療法に関して、タキサン系先行レジメ

ンはアンスラサイクリン系先行レジメンと比較し、忍

容性が高いことが示唆された。
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2009 ASCO

2009 ASCO
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2009 ASCO

まとめ 2

• 術前化学療法において、タキサン系先行レジメ

ンはアンスラサイクリン系先行レジメンと比較し、

より効果が高いことが示唆された。
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薬剤耐性

MCF7 Cells selected for resistance to paclitaxel

MCF7 Cells selected for resistance to doxorubicin
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Expression of P-gp (MDR1) and GAPDH mRNA expression in MCF-
7, MCF-7TAX, MCF-7DOX cells as measured by RT-PCR.

まとめ 3

• In vitroでドキソルビシン耐性乳癌培養細胞

(MCF7)がパクリタキセルに示す耐性は、パクリ

タキセル耐性乳癌培養細胞がドキソルビシンに

対して示す耐性と比較し1000倍以上の高値を認

めた。
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現在進行中のタキサン系薬剤先行のトライアル

• 術前化学療法： NSABP B-40

DTX q3w*4cycles → ± Cape or Gem → AC*4cycles

(±Bevacizmab)

• 術後化学療法： SOLD trial

Trastuzumab (9 weeks) + DTX q3w*3cycles → FE75C*3cycles

→ ± Trastuzumab q3w(up to 51 weeks) 

結語

• 術前/術後化学療法において、タキサン系先行レ

ジメンは、アンスラサイクリン系先行レジメンと比

較しより忍容性が高くより有効である可能性が

ある。


